
　

高
校
生
ら
し
い
目
線
や
感

性
で
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
若
い
世
代
へ
発
信
す
る

「
ハ
ッ
シ
ン
コ
バ
ヤ
シ
!!
高

校
生
記
者
ク
ラ
ブ
」
の
第
３

期
が
始
動
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
続
く
こ

の
取
り
組
み
。
高
校
生
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
郷
土
愛
醸

成
に
も
つ
な
が
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

３
年
目
と
な
る
今
年
は
、

市
内
３
つ
の
高
校
の
１
・
２

年
生
50
人
を
高
校
生
記
者
に

高
校
生
記
者
ク
ラ
ブ

第
３
期
が
始
動

67 KOBAYASHI　 2024.9

市内の高校生 50人を高校生記者に任命
若者の目線・感性でまちの魅力ハッシンに挑戦

任
命
。
７
月
26
日
に
Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
交
流
ス
ペ
ー
ス

で
開
か
れ
た
任
命
式
で
、

記
者
の
証
で
あ
る
腕
章
を

授
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
原
町
在
住
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
し

て
活
動
す
る
㈱
オ
イ
シ
ー

ド
カ
ン
パ
ニ
ー
村む

ら
た田

健た
け
る

代
表
取
締
役
と
同
社
ム
ラ

タ
拉
麺
の
濱は

ま
だ田

亜あ

り

す

利
寿
店

長
を
講
師
に
招
き
、
高
校

生
の
発
信
力
向
上
を
目
的

と
し
た
研
修
も
開
催
。

　

今
後
高
校
生
記
者
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を

中
心
に
活
動
し
ま
す
。
赤

い
腕
章
を
付
け
た
高
校
生

記
者
を
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

将来、広告プランナーや雑誌の編集な
ど、情報を発信する仕事に就きたいと
思っています。１年間の記者クラブで
の経験を通して、将来の目標のイメー
ジを広げていきたいです。

経
験
通
じ
、
将
来
へ
の

イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
た
い

さ
ん

築つ
き
ぢ地 

ひ
な

小
林
高
校
２
年

私たち２年生は、今年で活動２年目と
なります。1年生に去年の経験を共有
しながら、小林市のまだ知られていな
い魅力を新たな視点からハッシンして
いきたいと思います。

新
た
な
視
点
で

小
林
の
魅
力
を
ハ
ッ
シ
ン

さ
ん

尾お
ぞ
の園 

莉り

な奈

小
林
秀
峰
高
校
２
年

宮崎県外の出身なので、これから小林
市について学んでいきたいです。見つ
けた小林市の魅力をＳＮＳなどでＰＲ
していけるようにがんばりたいと思い
ます。

小
林
市
に
つ
い
て
学
び

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
Ｐ
Ｒ
し
た
い

さ
ん

中な
か
は
ら原 

亜あ

り

す

莉
寿

小
林
西
高
校
１
年

研修では、実例を交えながら“バズる”動画の
作り方を教わった後、実際にその場で撮影した
動画を編集するなど制作のコツを教わりました

Instagram に加え、今年から TikTok
も運用します。ぜひフォローください

InstagramTikTok

パリ 2024 オリンピックに沸いた今年の夏。
取材先で、競技に挑むアスリートにも負けないくらい

真剣に「学び」と向き合う小林の子どもたちと出会いました。
子どもたちが、考え、挑戦する姿を、写真やインタビューでお届けします。

進め小林の子どもたち
この夏をチカラに変えて



石
い し ま る

丸 滉
こ う き

貴

㊧ 田
た な か

中 沙
さ お り

織
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「こどもまんなか社会」実現のためのルールを
学校・学年が違う仲間と一緒に考える

～学びの１週間～

楽しみながら社会の仕組みを学ぶ
11のブースで小・中学生が仕事を体験

～学びの１週間～

　

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
後
押

し
し
よ
う
と
１
週
間
に
わ
た
り

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
「
学

び
の
１
週
間
」（「
絆
を
結
ぶ
物

語
」
実
行
委
員
会
主
催
）。

　

初
日
の
８
月
３
日
に
は
、
市

内
小
学
２
年
～
中
学
３
年
生
27

人
が
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
交
流
ス

ペ
ー
ス
に
集
ま
り
、「
こ
ど
も

議
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
を
作
る
た
め
の
ル
ー

小
・
中
学
生
27
人
が
参
加

「
こ
ど
も
議
会
」

「こどもまんなか」という言葉が
気になり、おもしろそうだと思っ
て参加しました。話し合いでは、
他の人が持っているいろいろな意
見や自分とは違った意見を知るこ
とができました。休憩中などにグ
ループの人と話したことも楽し
かったです。

いろいろな意見があることを知れました

さん大
おおでらおとし

平落 幸
ゆ き

三松小学校５年

子どもたち自身が未来志向で一つ
のテーマを考えるワークショップ
のようなものは、高知県も含め地
方にはなかなかありません。立場
の違う人と話し合うことは、子ど
もたちにとって新鮮な経験だった
と思います。このような場が 1回
で終わらず広がっていけば「こど
もまんなか社会」に近づいていく
のではないかと思います。

未来を創っていくのは子どもたち
今回のような機会が広がっていってほしい

さん

メンターとして参加した
高知県の高校教諭

ル
」。
学
校
や
学
年
が
違
う
３

～
４
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
子
ど
も
が
大
切
に
さ
れ

る
た
め
の
法
律
（
ル
ー
ル
）
や

そ
れ
を
守
る
こ
と
で
ど
ん
な
社

会
に
な
る
か
子
ど
も
た
ち
自
身

が
想
像
し
、話
し
合
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
タ
ー
※
と
し
て
参
加
し

た
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
ま
と
め
た
法
律
は
、「
コ

バ
っ
子
基
本
法
」
や
「
こ
ど
も

ス
マ
イ
ル
法
」
な
ど
と
名
付
け

ら
れ
、
後
半
で
は
、
法
律
の
内

容
を
大
人
や
他
の
グ
ル
ー
プ
へ

説
明
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
に
は
、「
学
び
の

１
週
間
」
の
一
環
で
、
小
・
中

学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体

験
で
き
る
「
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
」（
小
林
商
工
会

議
所
主
催
）
が
開
催
。

　

会
場
に
は
、
地
元
企
業
な
ど

に
よ
っ
て
、
銀
行
員
、
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
、
薬
剤
師
な
ど
の
仕
事

が
体
験
で
き
る
11
の
ブ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
興
味
の
あ
る

職
業
の
ブ
ー
ス
を
選
び
、
銀
行

窓
口
で
お
金
の
入
金
や
支
払
い

を
体
験
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
。

　

仕
事
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち

は
、最
後
に
お
給
料
（
商
品
券
）

を
受
け
取
り
、
仕
事
の
楽
し
さ

や
大
変
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
学
び
の
１
週

間
」
で
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
し
表
現
力
を
育
む
リ

ト
ミ
ッ
ク
教
室
や
起
業
家
に
よ

る
講
演
な
ど
、
多
様
な
学
び
の

場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
仕
事
に
挑
戦

お
仕
事
体
験
イ
ベ
ン
ト

さん（三松中２年）㊨ 田
た な か

中 杏
あ ん じ ゅ

樹
将来の夢は美容師です。カットす
るときのハサミの動かし方が難し
かったですが楽しかったです。将来
の夢につながる経験になりました。

美容師の仕事を体験イタリアンのコックの
仕事を体験 料理が好きで料理人の仕事に興味

があります。完成した料理を、一
緒に来たおばあちゃんにおいしく
食べてもらえてよかったです。

さん（南小５年）㊨ 和
わ だ

田 渉
あ ゆ む

夢

将来家族ができたときに料理がで
きたらいいと思い参加しました。
玉ねぎを剥くのに苦戦しました
が、おいしい料理ができました。

さん（紙屋小４年）㊧ 坂
さかうえ

上 希
の あ

惠

photo1 こども議会の参加者。小学２年生から中学３年生まで幅広い学年の子どもたちが集まった　２・３ メンターの助けを借りながら、
アイデアをまとめていく。「空き家を活用して子どもの学習スペースや遊び場にする」、「子ども同士で定期的に意見交換できる場をつくる」
などグループごとにさまざまな意見が出された　４・５ まとめた法律（ルール）を大人や他のグループの参加者に説明

photo6 ギフトラッピングのお仕事体験。ペーパーやリボンを使ってお菓子ブーケが完成　７ プログラマーのお仕事体験。プログラミ
ングでゲームを制作　８ アナウンサー・声優のお仕事体験。声の抑揚の付け方などを教わりナレーションに挑戦　９ お花屋さん（フ
ラワーデザイナー）のお仕事体験。バランスよくお花を生けていく　10 薬剤師のお仕事体験。処方箋に基づいて患者さんへ薬を処方

※自身のキャリアをもとに助言・指導し、グループ全体の成長を促しサポートする役割

４
５

７ ２

さん
美容師は技術だけでなく気配りも
必要な仕事なのだと感じました。
今回の経験が将来の夢への意欲に
つながってくれたらと思います。

体験の様子を見守った

９
10
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３



先
端
研
の
稲い

な
み見
昌ま

さ
ひ
こ彦
教
授

の
研
究
室
を
見
学
し
た
ほ

か
、
先
端
研
内
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
専
門
家
が
分
野
を
越
え

て
話
し
合
う
イ
ベ
ン
ト
「
先
端

研
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
」
を
受
講
。

　

ま
た
、
稲
見
教
授
の
研
究
室

の
大
学
院
生
と
一
緒
に
、
映
像

や
音
楽
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
る
ツ
ー
ル
を
使
い
、
人

間
の
知
覚
を
拡
張
す
る
ア
イ
デ

ア
の
提
案
や
デ
モ
作
成
に
も
挑

戦
し
、
そ
の
成
果
を
研
究
室
の

学
生
に
向
け
て
発
表
。

　

日
本
最
高
峰
の
学
び
を
体
験

し
ま
し
た
。

10

Photo ４ 段ボールを組み合わせて、教室で寝床やベッドを制作
５ 30㌔ある人形を声掛けしながら担架に移し替え、搬送する訓練

消防団ドローン隊からドローンの
操作について教わる生徒たち

実
践
的
な
訓
練
で

大
規
模
災
害
に
備
え
る

日
本
最
高
峰
の
学
び
を

高
校
生
４
人
が
体
験

　

野
尻
中
学
校
で
は
、
夏
休
み

を
利
用
し
、
３
年
生
を
対
象
に

し
た
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
時
の

行
動
を
学
ん
で
知
識
を
深
め
、

地
域
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て

よ
う
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
。

　

午
前
は
、
危
機
管
理
課
や
消

防
団
に
よ
る
講
話
・
体
験
に
加

え
、
小
林
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
指
導
を
受
け
新
聞
紙
を
使
っ

た
防
災
ス
リ
ッ
パ
製
作
や
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、午
後
か
ら
は
、段
ボ
ー

ル
を
使
っ
て
寝
床
や
ベ
ッ
ト
を

製
作
し
た
ほ
か
、
け
が
人
を
見

つ
け
担
架
で
搬
送
す
る
災
害
救

助
訓
練
を
行
う
な
ど
、
災
害
時

に
役
立
つ
実
践
的
な
知
識
を
身

に
付
け
ま
し
た
。

　

市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
東
京

大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
の
協
力
で
、
小
林
高
校
の

生
徒
が
現
地
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

の
は
小こ

さ
か坂

虎こ

た

ろ

う

太
郎
さ
ん
、
吉よ

し
む
ら村

昇し
ょ
う
り
ゅ
う

龍
さ
ん
、
山や

ま
う
ち内

祥し
ょ
う
た太

さ
ん
、

辛か
ら
し
ま島

漱そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
。

　

４
人
は
、
先
端
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
で
年
齢
や
性
別
な
ど

を
越
え
て
楽
し
め
る
「
超
人
ス

ポ
ー
ツ
」
の
開
発
・
運
営
な
ど

を
手
掛
け
る
会
社
や
、
東
大

貴重な体験できてよかった
今回のような避難所運営訓練は初
めて体験しました。実際に地震が
起きたときにどのように動けるか
は、訓練を体験しているかどうか
で全然違ってくるのではないかと
思います。今回、学校のみんなと
訓練を体験できてとてもよかった
です。

さん深
ふ か の き

野木 悠
はるか

野尻中３年

１
２３

例年にない暑さとなった
今年の夏。取材先で出会っ
たのは、暑さをものとも
しない、小林の、そして日本の未来を背負う子どもたちの頼もしい姿でした。
この夏の「学び」をチカラに変えて、未来へ進め小林の子どもたち！

未来を創るチカラになる
この夏の学びがきっと、

４

photo1 稲見教授か
ら研究室の説明を受
ける４人　２ 歩行
が困難な人たちが自
分の足でペダルを漕
いでリハビリでき
る車いす「C

コ ギ ー

OGY」
を体験　３ 稲見研
究室に所属する大学
院生との研修の様子

５
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